
１ [2008 早稲田大]おまけ

正三角形 の内部にある点を とする。

， ， のとき， の長さを求めよ。

２ [1998 三重大]

△ の重心 を通る直線が辺 ，辺 と交わっている．この直線と辺 との

交点を ，辺 との交点を とおき，定数 を により定

める．

　 が成り立つことを示せ．

　 のときの の値を求めよ．更に，△ と △ の面積の比を求

　めよ．

　△ の面積が最小になるときの の値を求めよ．

３ [1997 一橋大]

平面上の 点 は条件 を満たす．

　 および △ の面積を求めよ．

　点 が平面上を を満たしながら動くときの △ の面積の最大値を

　求めよ．

４ [2002 大阪大]

平面上に原点 を中心とする半径 の円 を考える． の直径を つとり，その両端

を ， とする．円 の周上の任意の点 に対し，線分 を ： の比に内分する

点を とする．いま を正の定数として， とおく．ただし， のと

きは とする．また， ， とおく．

　 を ， を用いて表せ．

　点 が円 の周上を動くとき， となるような点 が描く図形を とす

　る． は円であることを示し，中心の位置ベクトルと半径を求めよ．

　円 の内部に点 が含まれるような の値の範囲を求めよ．

５ [2007 大阪大]

平面において，原点 を通る半径 の円を とし，その中心を とする。

を除く 上の点 に対し，次の つの条件 ， で定まる点 を考える。

　　 　 と の向きが同じ。　　　 　

　点 が を除く 上を動くとき，点 は に直交する直線上を動くことを示せ。

　 の直線を とする。 が と 点で交わるとき， のとりうる値の範囲を求めよ。

６ [2006 京都大]

△ に対し，辺 上に点 を，辺 上に点 を，辺 上に点 を，頂点とは

異なるようにとる。この 点がそれぞれの辺上を動くとき，この 点を頂点とする三角

形の重心はどのような範囲を動くか図示せよ。
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７ [2009 早稲田大]おまけ

座標空間において，点 ， ， ， ， ， とする。点 が 軸上を動くとき，

の最小値は である。

８ [2001 大阪市立大]

空間内に 点 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， がある．

　点 から直線 に垂線 を下ろしたとき，点 の座標を求めよ．

　点 が 平面上を動き，点 が直線 上を動くとき，距離 ， の和

　 が最小となる ， の座標を求めよ．

９ [2012 東北大]

空間内に 点 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， がある。点 を含み，

直線 に垂直な平面を とし， 点 ， の中点を とする。

　点 から平面 に下ろした垂線と の交点を とするとき，点 の座標を求めよ。

　 を平面 上を動く点とするとき，線分 および線分 の長さの 乗の和

　 の最小値を求めよ。

10 [2009 岐阜大]

座標空間の 点 ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， を考

える。

　線分 と線分 のなす角を とするとき， の値を求めよ。

　ただし， とする。

　点 から三角形 を含む平面へ下ろした垂線の足を とする。 の座標を求

　めよ。

　点 を通り，三角形 を含む平面に平行な平面を とする。四面体 を

　平面 で切ったときの切り口の面積を求めよ。

11 [2009 九州大]

を原点とする 空間内の点 ， ， をそれぞれ ， ， ， ， ， ，

， ， とし， 点 ， を通る直線を とする。

　点 は直線 上を動き，点 は 軸上を動くものとする。このとき， 点 と

　との距離の最小値を求めよ。また， と との距離が最小となるときの と をそ

　れぞれ ， とする。 と の座標を求めよ。

　 との距離が であるような直線 上の点の つを とする。点 から三角形

　 を含む平面に下ろした垂線とその平面との交点を とするとき，線分 の

　長さを求めよ。

　 軸上に長さ の線分 があり，直線 上に長さ の線分 がある。四面体

　 の体積を求めよ。

12 [2011 福井大]

辺の長さが の正十二面体を考える。点 ， ， ， ， ，

， を図に示す正十二面体の頂点とし， ， ，

とおくとき，以下の問いに答えよ。なお，正十二面体で

は，すべての面は合同な正五角形であり，各頂点は つの正五角

形に共有されている。

　 辺の長さが の正五角形の対角線の長さを求めて，内積

　 ･ を求めよ。

　 ， を ， ， を用いて表せ。

　 から平面 に垂線 を下ろす。 を ， ， を用いて表せ。さらにその

　大きさを求めよ。
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13 [2008 金沢大]

空間において，原点 を中心とする半径 の球面 ： ，および 上

の点 ， ， を考える。 上の と異なる点 ， ， に対して， 点 ， を

通る直線と 平面の交点を とする。

　 は実数 とおくとき， を ， ， を用いて表せ。

　 の成分表示を ， ， を用いて表せ。

　球面 と平面 の共通部分が表す図形を とする。点 が 上を動くとき，

　 平面上における点 の軌跡を求めよ。

14 [2011 北海道大]

を実数とする。 空間内の 点を ， ， ， ， ， ， ， ， ，

， ， とし，点 ， ， に光源をおく。

　光源が 平面上につくる点 の影の座標を求めよ。また， が実数全体にわたっ

　て変化するとき，その影がつくる直線の方程式を求めよ。

　光源が 平面上につくる三角形 の影は三角形となる。この三角形の頂点の座

　標を求めよ。

　 とする。光源が 平面上につくる四面体 の影を考える。この影が三

　角形となるような の値の範囲を求めよ。

15 [1996 山口大]

空間において，原点 を中心とする半径 の球を とし， で表される平面を

とする．点 に光源を置く．

　平面 上の点 が球 の影に入るための ， に関する条件を求めよ．

　平面 上の 点 ， を通る直線が，球 の影に接するとき

　の の値を求めよ．
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